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今月の話題　
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
20
日
投
開
票
の

町
長
選
挙
に
お
い
て
、
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
な
が
ら
、
初
心
に
返
り
、
誠

実
に
そ
し
て
、
町
民
目
線
で
、
見
え

る
行
政
、
親
し
ま
れ
る
役
場
と
す
る

た
め
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
昭
和
30
年
代
か
ら
現
在
に

至
る
人
口
減
少
は
、地
域
力
を
弱
め
、

産
業
を
衰
退
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な

弊
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
真
正
面

か
ら
取
り
組
む
た
め
に
、
第
六
次
田

子
町
総
合
計
画
お
よ
び
田
子
町
総
合

戦
略
を
策
定
し
、
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

第
六
次
田
子
町
総
合
計
画
は
平
成

28
年
度
か
ら
10
年
間
の
各
分
野
ご
と

の
目
標
を
定
め
、
目
的
と
す
る
田
子

町
の
将
来
像
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、

町
の
最
も
基
本
的
か
つ
中
心
的
な
計

画
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、「
ひ
と
が
輝
き
、

ま
ち
が
輝
く
、
活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
、
町
民
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
５
つ

の
部
会
で
話
し
合
い
、
協
議
を
重
ね

て
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
概

要
版
を
3
月
頃
に
配
布
い
た
し
ま
す

の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

田
子
町
総
合
戦
略
は
28
年
度
か
ら

5
カ
年
を
期
間
と
す
る
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
・
地
方
創
生
の
政
策
展

開
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
田
子
町

で
は
、「
持
続
可
能
な
町
」、「
田
子

町
ら
し
い
地
域
と
産
業
の
形
成
」
を

目
的
に
、
計
画
、
実
施
、
検
証
、
改

善
の
手
法
で
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

28
年
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
４
つ
の
視
点
か
ら
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
地
域
力
の
強
化
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
「
明
る
く
朗
ら
か
に
、
仲
良
く
支

え
合
い
、
喜
ん
で
働
き
、
活
力
の
あ

る
人
々
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
四
つ

の
町
民
運
動
を
さ
ら
に
充
実
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
は
、
地
域
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
層
化
に
よ
る

見
守
り
の
強
化
と
各
種
交
流
活
動
に

よ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
、
自
主

防
災
組
織
結
成
支
援
と
自
主
防
災
活

動
に
よ
る
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
、
健
康
増
進
活
動
並
び
に
健
康
診

断
・
受
診
率
の
向
上
に
よ
る
短
命
県

返
上
・
健
康
寿
命
の
延
伸
へ
の
取
り

組
み
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
、
地
域
の
融
和
と
団

結
力
が
醸
成
さ
れ
、
世
代
間
の
絆
や

地
域
の
人
々
の
絆
が
強
固
な
も
の
と

な
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
産
業
力
の
強
化
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　

産
業
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
持

続
可
能
な
産
業
、
活
力
あ
る
産
業
へ

と
協
議
・
育
成
を
図
り
な
が
ら
、
着

実
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
お
い
て
は
、
担
い
手

の
確
保
育
成
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

認
定
農
業
者
の
資
格
取
得
に
よ
る
拡

充
策
や
新
規
就
農
支
援
な
ど
の
制
度

活
用
を
図
る
ほ
か
、
新
規
就
農
者
へ

ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
指
導
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
等
に
よ
り
耕
作
放
棄

地
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
打
開
す

る
た
め
、
農
地
利
用
促
進
対
策
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
の
水
田
や
農
地
は
解

決
す
べ
き
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、

総
合
的
な
整
備
計
画
を
策
定
し
、
今

後
の
方
針
を
定
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

六
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
田
子
町
農
産
物
美
人
華
委
員
会

を
中
心
と
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
運
営
や
推
奨
作
物
、
農
家
所
得

の
向
上
に
関
す
る
提
言
な
ど
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
総
合
型
農
山
漁
村
施

設
整
備
の
検
討
な
ど
を
進
め
て
ま
い

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　 

田
子
町
長
　
山
本
晴
美
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　今月の話題

り
ま
す
。

　

た
っ
こ
に
ん
に
く
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
の
作
付
面
積
は
、
増
反
対

策
の
実
施
に
よ
り
、
17
町
歩
の
増
反

見
込
み
と
な
り
に
ん
に
く
関
連
産
業

全
体
の
安
定
的
な
事
業
展
開
に
役
立

つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
と
し
て
種
苗
登
録
申
請

中
の
に
ん
に
く
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
作
付
け
分
か
ら
分
譲
開
始
と

す
る
た
め
、
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
田
子
町
の
豊

富
な
林
産
物
を
活
用
し
、
付
加
価
値

を
加
え
、
活
用
・
販
売
が
で
き
る
よ

う
、
林
業
再
生
協
議
会
を
支
援
し
な

が
ら
、
可
能
性
の
追
求
と
人
財
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
田
子
牛
産
地

形
成
事
業
を
必
要
に
応
じ
て
組
み
替

え
、
町
内
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
や
堆
肥

置
き
場
を
活
用
し
、
耕
畜
連
携
事
業

を
進
め
な
が
ら
、
よ
り
良
い
土
づ
く

り
と
厩
肥
の
適
正
処
理
に
努
め
、
更

な
る
増
頭
・
増
羽
に
向
け
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
経

営
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
や
個

別
指
導
の
ほ
か
、
創
業
塾
を
開
始
い

た
し
ま
す
。新
た
に
起
業
し
た
い
方
々

に
指
導
や
学
び
の
場
、
修
行
の
機
会

を
提
供
し
、
技
術
習
得
と
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
町
内
の

空
き
地
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
へ
と
意
欲
を
持

続
発
展
で
き
る
機
会
を
創
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
新
ご
当
地
グ

ル
メ
を
開
発
中
で
す
が
、
当
町
の
観

光
産
業
の
大
き
な
目
玉
と
し
て
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
協
会

と
の
連
携
で
は
、
田
子
町
サ
イ
ン
計

画
と
連
動
し
て
観
光
地
の
指
定
と
景

観
形
成
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
な
が

ら
、「
観
光
地
と
し
て
の
田
子
町
」

を
意
識
し
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
教
育
関
連
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
上
郷
小
学
校
に
お
い
て
、
全

国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
大
会
の

成
功
に
向
け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
語
学
検
定
支
援
事
業
を
新
た

に
加
え
、
資
格
取
得
と
実
用
的
な
語

学
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
検

定
費
用
の
一
部
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

学
力
の
向
上
や
国
際
交
流
、
将
来
の

可
能
性
の
広
が
り
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

田
子
高
校
へ
の
支
援
は
、
本
年
郷

土
芸
能
部
が
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

た
め
、
旅
費
の
助
成
の
ほ
か
、
中
高

一
貫
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
入
学

祝
い
金
支
給
、
医
療
費
助
成
な
ど
の

総
合
的
な
助
成
を
行
い
、
県
の
高
校

再
編
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
存

続
の
可
能
性
や
学
び
の
環
境
を
守
り

抜
く
こ
と
を
、
関
係
者
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

４
つ
目
は
、
そ
の
他
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
昨
年
、
住
民
課
内
に
定
住

移
住
子
育
て
支
援
室
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。町
へ
越
し
て
こ
ら
れ
た
方
々

に
対
し
、
住
民
生
活
の
ル
ー
ル
な
ど

の
説
明
や
、
受
け
ら
れ
る
支
援
な
ど

を
紹
介
す
る
窓
口
で
あ
り
ま
す
。

　

若
者
へ
の
総
合
的
な
支
援
を
行

い
、
定
住
を
促
進
し
つ
つ
、
首
都
圏

を
中
心
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
田

園
回
帰
・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
新
築
住
宅
支

援
の
ほ
か
国
際
交
流
で
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の
協
力
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
の
生
徒
受
け
入
れ

の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
さ
ら

に
有
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

相
談
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
坂
大
館
線
の
整
備
促
進
で
は
、

田
子
と
鹿
角
両
議
会
で
構
成
す
る
世

紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
加
速
化
市
町

議
会
協
議
会
や
、
町
内
の
有
志
で
構

成
し
て
い
る
八
戸
能
代
間
地
域
連
携

協
議
会
等
の
活
動
と
連
携
し
、
計
画

推
進
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
諸
活
動
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

以
上
、
28
年
の
主
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、「
役
場
は
町
民
の
役
に

立
つ
場
所
」
で
あ
る
こ
と
、「
通
い

や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
役
場
」
と
な

る
様
、
職
員
一
同
日
々
再
確
認
し
な

が
ら
職
務
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

※
一
部
抜
粋
の
た
め
、
詳
し
く
は
役
場

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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21
日
に
は
、
田
子
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
山
川
芳
穗
委
員

長
）
か
ら
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
有
権
者
数
は
５
１

７
６
人
、
う
ち
町
長
選
挙
の

投
票
者
総
数
は
３
８
１
６
人
、

投
票
率
は
73
・
72
％
で
、
平

成
24
年
町
長
選
挙
に
比
べ

３
・
07
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま

し
た
。
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
者
総
数
は
３
８
１
５
人
、

投
票
率
は
73
・
71
％
で
す
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
制
度

を
利
用
し
た
方
は
５
８
１
人

で
、
当
日
有
権
者
の
11
・
22

％
に
相
当
し
ま
す
。

　

投
票
所
別
の
投
票
率
は
、

第
12
投
票
所
が
81
・
63
％
と

最
も
高
く
、
次
い
で
第
５
投

票
所
が
70
・
79
％
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　

な
お
、
町
長
の
任
期
は
平

成
28
年
１
月
15
日
か
ら
平
成

32
年
１
月
14
日
ま
で
で
す
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
田
子
町

長
選
挙
は
、
12
月
15
日
に
告

示
さ
れ
、
現
町
長
と
元
町
議

の
２
名
が
立
候
補
し
、
町
議

会
議
員
の
欠
員
に
よ
る
補
欠

選
挙
に
は
、
元
議
員
の
２
名

が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

投
票
は
20
日
の
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
町
内
12

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、

午
後
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

で
即
日
開
票
し
た
結
果
、
町

長
に
山
本
晴
美
氏
（
51
）、
町

議
会
議
員
に
砂
子
田
康
雄
氏

（
68
）
が
当
選
し
ま
し
た
。
翌山川委員長から当選証書が付与される

　
田
子
町
長 

及
び

　
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

●平成27年12月20日執行　町長選挙及び町議会議員補欠選挙

投票区
投票有権者数 投票者数 棄権者数 投票率（％）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

1 下田子生活館 111 124 235 69 79 148 42 45 87 62.16 63.71 62.98 

2 田子町中央公民館 735 835 1,570 421 476 897 314 359 673 57.28 57.01 57.13 

3 ガーリックセンター 603 647 1,250 388
（387） 429 817

（816）
215

（216） 218 433
（434）

64.34
（64.18） 66.31 65.36

（65.28） 

4 清水頭地区総合研修センター 195 208 403 125 136 261 70 72 142 64.10 65.38 64.76 

5 相米へき地保健福祉館 93 109 202 70 73 143 23 36 59 75.27 66.97 70.79 

6 都市農村交流センター 220 231 451 128 127 255 92 104 196 58.18 54.98 56.54 

7 石亀地区研修センター 186 200 386 130 133 263 56 67 123 69.89 66.50 68.13 

8 上郷公民館 80 91 171 46 58 104 34 33 67 57.50 63.74 60.82 

9 関地区集落センター 86 102 188 53 72 125 33 30 63 61.63 70.59 66.49 

10 夏坂へき地保健福祉館 33 37 70 22 24 46 11 13 24 66.67 64.86 65.71 

11 遠瀬生活館 69 83 152 45 51 96 24 32 56 65.22 61.45 63.16 

12 新田地区活性化センター 47 51 98 39 41 80 8 10 18 82.98 80.39 81.63 

期日前投票 259 322 581 -259 -322 -581

合　　　　　計 2,458 2,718 5,176 1,795
（1,794）2,021 3,816

（3,815）
663

（664） 697 1,360
（1,361）

73.03
（72.99） 74.36 73.72

（73.71） 

（　）書きは、議員補欠選挙の開票結果を表したものです。

●町長選挙開票結果（敬称略、得票順）

当選 得票総数 候補者氏名 職業

当選 2,313.445 山本　晴美 農業

1,470.553 山崎　美代志 農業

●町議会議員補欠選挙開票結果（敬称略、得票順）

当選 得票総数 候補者氏名 職業

当選 1,905 砂子田　康雄 農業

1,672 千葉　健一郎 無職

今月の話題　
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　トピックス

尾
形
さ
ん
が
優
秀
賞
受
賞

　

12
月
25
日
、
第
12
回
三
戸

地
方
黒
毛
和
種
改
良
組
合
枝

肉
研
究
会
褒
章
授
与
式
が
、

池
田
フ
ァ
ー
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

褒
章
授
与
式
に
先
立
ち
、

三
戸
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
審
査

会
が
あ
り
、
同
研
究
会
に
所

属
す
る
三
戸
地
方
の
肥
育
農

家
か
ら
全
24
頭
が
出
品
さ
れ
、

厳
正
な
審
査
に
よ
り
各
賞
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

田
子
町
の
入
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
優
秀
賞
（
ロ
ー
ス
芯
賞
・

歩
留
賞
も
受
賞
）

　
「
金
福
光
」
号

尾
形
喜
悦
（
種
子
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
に

12
人
修
了

　

12
月
25
日
、
町
立
田
子
診

療
所
で
、
平
成
27
年
度
田
子

町
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
初
任
者
研
修
は
、
介
護
の

知
識
を
得
る
こ
と
と
、
資
格

を
得
て
仕
事
の
き
っ
か
け
を

持
つ
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
４

年
前
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
は
８
月
下
旬
か
ら
12
月

中
旬
ま
で
の
約
４
カ
月
間
で
、

今
年
度
は
12
名
が
受
講
し
、

こ
れ
ま
で
44
名
が
初
任
者
研

修
の
資
格
を
得
て
い
ま
す
。

あ
り
、
児
童
ら
は
税
金
の
仕

組
み
と
大
切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

授
業
が
終
わ
る
と
、
職
員

が
持
参
し
た
１
億
円
の
見
本

（
約
10
㎏
）
を
代
わ
る
代
わ
る

抱
え
、
１
億
円
の
重
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は

「
税
金
が
な
い
と
、
授
業
料
が

月
に
７
万
円
も
か
か
る
と
知

っ
て
驚
い
た
」「
税
金
が
な
い

と
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、
火

事
に
な
っ
た
と
き
消
火
に
か

か
っ
た
お
金
を
払
わ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
知
り
、
税
金

の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
な

ど
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
和
食
を

　

12
月
23
日
、
ジ
ュ
ネ
の
会

（
一
ノ
渡
尚
武
会
長
）
主
催
に

よ
る
食
育
講
演
会
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
、
約
50
人
が

参
加
し
、
え
ご
ま
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

会
は
２
０
０
４
年
に
設
立
さ

れ
、
小
中
学
校
で
え
ご
ま
の

作
付
け
、
刈
り
取
り
な
ど
の

体
験
学
習
や
料
理
講
習
会
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

え
ご
ま
は
、
ゴ
マ
の
一
種

で
は
な
く
シ
ソ
科
の
一
年
草

で
、
搾
っ
た
油
は
血
液
中
の

脂
質
を
減
ら
す
働
き
の
あ
る

α
―

リ
ノ
レ
ン
酸
を
多
く
含

み
、
医
学
的
に
も
大
い
に
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
古
田
直
道

さ
ん
（
北
側
）
を
講
師
に
、

え
ご
ま
の
効
用
と
和
食
の
食

べ
方
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

普
段
か
ら
和
食
を
食
べ
る
よ

う
に
心
が
け
、
日
本
古
来
の

「
一
汁
三
菜
」
の
重
要
性
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

税
金
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

12
月
17
日
、
上
郷
小
学
校

（
木
村
文
宣
校
長
）
で
６
年
生

児
童
９
人
を
対
象
に
税
金
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
八
戸
税
務
署
の
事
業

で
、
希
望
の
あ
っ
た
学
校
に

役
場
税
務
課
の
職
員
が
講
師

と
し
て
出
向
き
、
授
業
を
行

う
も
の
で
す
。

　

職
員
か
ら
税
金
の
種
類
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
ア
ニ
メ

で
税
金
が
な
い
世
界
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
税

金
の
使
い
道
を
勉
強
し
ま
し

た
。
ま
た
、
世
界
で
一
番
高

い
税
率
の
国
な
ど
の
紹
介
も

修了証明書を受ける坂本裕美子さん

講演をする古田さん

１億円は重い !!

代理で受賞された尾形さん
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トピックス　

で
き
る
電
飾
版
が
つ
り
下
げ

ら
れ
、
季
節
に
応
じ
て
多
様

な
飾
り
照
明
を
取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
山
本

町
長
が
「
新
た
な
希
望
の
光

を
皆
さ
ん
と
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
フ
ェ

ザ
ン
通
り
街
並
み
検
討
委
員

会
の
北
村
義
貞
会
長
は
、「
街

路
灯
の
特
色
を
活
か
し
た
他

に
な
い
町
独
特
の
活
用
策
を

提
案
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
雪
が
降
り
積

も
る
な
か
、
お
菓
子
が
当
た

る
宝
さ
が
し
や
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ゲ
ー
ム
、
田
子
保
育
園
児

に
よ
る
歌
と
楽
器
の
演
奏
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、

身
体
が
温
ま
る
お
し
る
こ
、

豚
汁
、
甘
酒
の
振
る
舞
い
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

無
火
災
に
向
け
決
意
を
新

た
に

　

１
月
４
日
、
住
民
安
全
を

守
る
消
防
団
員
の
士
気
高
揚

駐
車
場
に
隣
接
す
る
田
子
川

で
一
斉
放
水
訓
練
を
行
い
、

山
本
町
長
か
ら
観
閲
を
受
け

た
後
、
サ
ン
モ
ー
ル
た
っ
こ

商
店
街
入
口
ま
で
を
力
強
く

を
目
的
と
し
て
、
町
内
で
田

子
町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
内
全
分
団
か

ら
１
８
０
名
の
団
員
が
参
加

し
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ

行
進
し
ま
し
た
。

　

行
進
の
後
に
は
中
央
公
民

館
で
式
典
が
行
わ
れ
、
消
防

団
活
動
に
尽
力
し
た
団
員
ら

に
賞
詞
や
感
謝
状
、
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
ら
は
今
年

１
年
の
無
火
災
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
お
け
る
表
彰
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
町
長
表
彰

「
賞
詞
」

▽
第
１
分
団
団
員　

中
村
誠

▽
第
２
分
団
団
員　

澤
頭
寿

人
▽
第
３
分
団
団
員　

田
中

よ
り
安
全
・
安
心
で

明
る
い
商
店
街
へ

　

12
月
26
日
、
フ
ェ
ザ
ン
通

り
商
店
街
に
新
し
い
街
路
灯

が
設
置
さ
れ
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
Ｎ
Ｅ
Ｗ
街
路
灯

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民
が

き
ら
び
や
か
な
明
か
り
を
眺

め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
街
路
灯
は
老
朽
化
に

伴
い
更
新
し
た
も
の
で
、
稲

垣
タ
ク
シ
ー
か
ら
勇
鮨
ま
で

の
沿
道
沿
い
に
24
基
設
置
し

ま
し
た
。
照
明
本
体
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で
、
柱
に
は
取
り
外
し
が

長年の伝統を受け継ぐまとい振り

表彰を受ける椛本昌彦第２分団長

フェザン通りに新しく点灯した街路灯

■  Wi-Fi 使用できます
　町では各施設に公衆無線 LAN

（Wi-Fi）アクセスポイントを設
置しました。
　ご利用になっている携帯電話
会社等を問わず、お持ちのスマートフォンや
タブレット端末等の無線 LAN 対応機器を使用
して、無料でインターネットに接続すること
ができます。
▼設置場所
　・役場庁舎・中央公民館ロビー
　・町立図書館・上郷公民館ロビー
▼注意事項
◎アンテナからの距離などによ

り、施設内で電波状況の悪い
場所がある場合があります。

◎接続方法については NTT 東日
本のホームページでご確認く
ださい。

◎ご利用になる機器等（付属機器も含む）に
必要な電源は、利用者で準備してください。

◎サービスを利用するための機器等の設定・セ
キュリティ対策は利用者で行ってください。

　その他、本サービスの概要については、以
下のリンク先をご覧ください。
▽フレッツ光 Wi-Fi かんたん接続ツール（NTT

東日本）https://flets.com/spot/flengel/

問役場総務課 ☎２０−７１１１
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新
年
の
訪
れ
を
祝
い

活
躍
を
決
起

　

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館

で
平
成
28
年
田
子
町
民
の
新

年
を
祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
町
と
町
商
工

会
、
八
戸
農
協
田
子
支
店
の

主
催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
町
内
か
ら
約

90
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
し
た
３

団
体
の
代
表
者
か
ら
年
頭
の

あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

田
子
小
学
校
の
木
村
明
彦
校

長
か
ら
年
頭
の
所
感
と
し
て

い
る
の
か
、
南
部
藩
の
お
殿

様
南
部
信
直
公
に
つ
い
て
な

ど
、
児
童
に
歴
史
的
な
講
話

を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

最
後
に
、「
他
の
人
か
ら
み
れ

ば
つ
ま
ら
な
く
と
も
一
つ
一

つ
に
全
力
を
出
す
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
す
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

原
靖
之
さ
ん
に
感
謝
状

　

１
月
13
日
、
人
権
擁
護
委

員
を
務
め
ら
れ
た
原
靖
之
さ

ん
（
石
亀
）
に
、
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
木
村

校
長
は
、
子
ど
も
た
ち
に
田

子
町
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
田
子
小
学
校
の
設

置
場
所
の
移
り
変
わ
り
や
、

校
章
に
な
ぜ
鶴
が
使
わ
れ
て

た
。
原
さ
ん
は
、
平
成
22
年

１
月
か
ら
平
成
27
年
12
月
ま

で
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

地
域
の
人
権
相
談
に
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

大
貴
▽
第
４
分
団
班
長　

蜂

ヶ
崎
哲
治
▽
第
５
分
団
団
員

原
慶
一
郎
▽
第
６
分
団
団
員

久
保
伊
佐
武
▽
第
７
分
団
班

長　

澤
口
和
正
▽
第
８
分
団

班
長　

尾
形
和
昭
▽
第
９
分

団
団
員　

脇
谷
敦
子

○
団
長
表
彰

「
感
謝
状
」
平
成
27
年
退
団
者

▽
元
田
子
町
消
防
団
分
団
長

滝
上
隆
弘
（
35
年
０
月
）
▽

分
団
長　

大
向
正
悦
（
32
年

５
月
）
▽
分
団
長　

簗
田
浩

良
（
29
年
０
月
）
▽
副
分
団

長　

村
木
春
海
（
25
年
５
月
）

▽
部
長　

中
村
登
（
31
年
９

月
）
▽
部
長　

市
村
節
男

（
27
年
０
月
）
▽
班
長　

伊
藤

一
夫
（
11
年
６
月
）
▽
団
員

小
池
満
（
19
年
10
月
）
▽
団

員　

加
藤
邦
法
（
19
年
６
月
）

▽
団
員　

山
下
誉
晃
（
18
年

11
月
）
▽
団
員　

戸
田
幸
一

（
14
年
11
月
）

「
優
良
分
団
表
彰
」

第
２
分
団　

規
律
厳
正
平
素

の
成
績
特
に
優
秀

　トピックス

熱のこもった講話をする木村校長

宝くじの社会貢献広報事業
平成27年度地域防災組織育成
助成事業のご紹介

　田子保育園幼年消防クラブに、幼年消防用
鼓笛隊セットを寄贈しました。
　一般社団法人自治総合センターでは、幼年
消防クラブの育成及び活動に必要となる資器
材等の整備に対しても助成を行っています。
八戸地域幼年消防クラブ連絡協議会（野澤俊
雄会長）では、その助成を受け、幼少期から
将来に向けて防火意識を養い育てるため、幼
年消防クラブの活動用資器材として、幼年消
防用鼓笛隊セットを購入し、１月６日に同園
において寄贈式を行いました。

○「宝くじの助成金」で整備したものです。

問八戸消防本部予防課
　TEL ０１７８−４４−２１３３
　FAX ０１７８−４４−１１９６
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お知らせ　

■  平成28年 所得申告相談受付のお知らせ（印鑑が必要です）

会　場 月　日 曜日
対象行政区

午　前 午　後

上郷公民館

研修室

2月15日 月 関 夏坂

2月16日 火 道前・嘉沢 山口

2月17日 水 遠瀬・水亦 新田

2月18日 木 石亀・杉本 茂市

2月19日 金 道地 【上郷地区全域】

中央公民館

研修室

2月23日 火 明土平・上相米 根渡・柴倉

2月24日 水 上風張・風張・
南風張 宮野・細野

2月25日 木 雀ヶ平 野面・ ノ実

2月26日 金 飯豊 原

2月29日 月 【田子町内全域】

3月1日 火 川向・川代・椛山 袖平・清水頭・
干草場

3月2日 水 西舘野 上野・長坂

3月3日 木 矢田郎 野月

3月4日 金 【田子町内全域】

3月7日 月 野々上 池振・野畦沢

3月8日 火 下田子・舞手 向山・衣更

3月9日 水 七日市 種子

3月10日 木 下本町・塚ノ上ミ サンモール

3月11日 金 北側・南側 中本町

3月14日 月
【田子町内全域】

3月15日 火

午前受付  ８時45分～11時　  午後受付  １時～４時30分

　介護認定を受けている65歳以上の方で、身体の障害または認知症の状態が認定基準に該当している場合は、
障害者手帳等を持っていなくても「障害者控除」や「特別障害者控除」を受けることができます。
　（対象者は、所得税や住民税の申告時に、その本人及び認定を受けた人を扶養している方です）

◎田子町の方が、町内の公民館で申告
する場合は、認定書を準備する必要は
ありませんが、申告時には自ら申し出
てください。
　（申し出がないと控除できません）

◎税務署や他の市町村で申告する場合は、事前に認定書の
交付を受けなければなりません。

また、手続きの際、介護保険被保険者証や印鑑を使い
ますので、電話でお問い合わせください。

問役場健康増進課（せせらぎの郷）☎２０−７１００　　及び各市町村の福祉担当課

「障害者控除対象認定書」についてのお知らせ

◎農業・営業申告をされる方へ

　事業に係わる販売額や経費など
の申告の場合は、１年間の合計額
を書いた「収支内訳書」または帳
簿を提出していただきます。
　ただし、農産物・葉たばこ・肉
用牛・農機具の「販売証明書」は
確認しますので、ご持参ください。

◎給与・年金所得のある方へ

　所得税の申告をする場合は、源
泉徴収票の原本が必要です。
　なくされた時は、早めに支払者
から再発行を受けてください。

◎寡婦（寡夫）の方へ

　配偶者と死別または離婚した場
合、寡婦控除等の対象となる場合
がありますので、申告時には自ら
申し出て確認を受けてください。

◎その他（該当する場合）

　身体障害者手帳
　国民年金納付領収書
　各種保険料控除証明書
　おむつ使用証明書　　　など

　医療費控除の対象となる領収書
は全て確認しますので、ご持参く
ださい。申告前に、人ごと・病院
ごとの合計額を書いていただきま
す。

問役場税務課税務グループ
☎２０−７１１２
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　お知らせ

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちしてい
ます。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下記ま
でご連絡ください。役場政策推進課 ☎２０−７１２７

■  「多重債務相談窓口」のご案内
　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口
を設置しております。相談員が借金の状況等をお伺い
し、必要に応じて、弁護士等の専門機関に引継ぎを行
います。相談は秘密厳守・無料です。お気軽にご相談
ください。
▼相談専用電話　☎０１７−７７４−６４８８
▼場所　青森市新町２−４−２５　青森県合同庁舎３階
　　　　青森財務事務所
▼受付　月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　　午前８時30分～午後４時30分

■  申告はお早めに
●所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期限は３月15日（火）
です。例年、期限の間際になりますと申告会場が混み
合い、お待ちいただく時間も長くなりますので、お早
めに申告してくださるようお願いします。

●消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、国の消費税と同じ申
告書で一緒に税務署に申告し、消費税との合計額を国
に納めます。納められた地方消費税は、国から県に払
い込まれます。
　今年の個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告
と納税の期限は、３月31日（木）です。忘れずに申告、
納税してくださるようお願いします。

問三八地域県民局県税部課税第一課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線210

■  忙しいお母さんお父さん応援します
　一時保育をご利用ください !!
　現在保育園等に通っていないお子様を一時的にお預
かりします。
◎娘がお産で実家に帰ってきたが、兄弟の面倒をみる

ことが困難な時
◎お年寄りの介護や家族の看病
◎学校行事参加や買い物、リフレッシュ等
▼利用できるお子さんは
　健康な子ども（生後６ヶ月から小学校就学前）
▼利用料金は（保育材料代・布団レンタル代含む）
　３歳未満児  ▽１時間250円  ▽給食・おやつ150円
　３歳以上児  ▽１時間200円  ▽給食・おやつ200円
▼利用時間は
　原則として午前８時30分～午後６時までの間で必要
な時間（ただし、日曜、祝日や年末年始を除く）
▼その他　申し込みは田子保育園まで（☎３２−２２２９）

問役場住民課子育て定住移住支援室 ☎２３−０６７８

■  「まちづくり活動」に
　補助金を交付しています！
　町では、皆さんが自由な発想で自主的に取り組むま
ちづくり活動に対して、「協働のまちづくり活動支援
事業補助金」を交付しています。２月末日まで随時募
集しておりますので、詳細は役場担当課までお問い合
わせください。
▼対象　地縁による団体等、５人以上の町民組織や団体
▼補助上限額
　ハード事業：20万円（地縁による団体等のみ）
　※ ただし除雪機購入は50万円
　ソフト事業：５万円
※ ハード・ソフト共に補助率は１０/ １０

【補助金の活用事例】
▽申請団体：袖平自治会
▽事業名：除雪機購入事業（トラクター牽引式）
▽事業費：５７４，５６０円
　（補助金５００，０００円、自己資金７４，５６０円）

▽申請団体：矢田郎地区町内会
▽事業名：除雪機購入事業（自走式）
▽事業費：４１８，６０８円
　（補助金４１８，０００円、自己資金６０８円）

問役場政策推進課 ☎２０−７１２７



10

公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０−７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

おめでとう！　町長賞　池田優妃さん
第42回新春書き初め大会
　１月７日、中央公民館で、第42回新春書き初め大
会が開催され、今年は幼児から一般まで22名の参加
がありました。参加者は講師の米田巧先生よりそれ
ぞれの課題の手本を書いていただき、書き方の指導
を受けて、筆を運んでいました。半紙に向かうたび
に日本の伝統美「書道」の技と美に対する関心が高
まり、それぞれ「書」に意気込みが感じられました。
　参加者の全作品を１月いっぱい中央公民館に展示
してありますのでご覧ください。
　結果は次のとおりです。
▽町長賞
　池田優妃（田子小２、写真）
▽文化協会長賞
　佐藤斗和子（田子小３）
▽公民館長賞
　幅野陽香（田子中３）
▽金賞
　くぼここね（田子幼）　
　谷内達哉（田子中１）池田侑里恵（一般）
▽銀賞
　むらたゆうあ（田子幼）　
　砂庭果実（清水小３）大野萌愛（田子小３）
▽銅賞
　横山凌久（田子小２）山美凱勢（田子小５）
　遠澤千登勢（一般）

●平成28年度公民館講座募集
　公民館講座を自主運営しませんか。
　新たに講座を計画したい、現在の講座を継続した
い等、皆さんからのご応募をお待ちしております。

平成27年度生涯学習町民研修会のお知らせ
▽と　き　２月21日（日）午後１時～
▽ところ　中央公民館ホール
▽講演会　演題：夢の実現～ツキの法則10カ条～
　講師：㈱トーイズ代表取締役　北原照久氏

◎北原照久氏プロフィール
　ブリキのおもちゃコレク
ター第一人者として、テレ
ビ東京「開運！なんでも鑑
定団」のレギュラー鑑定士
などで活躍。現在、株式会
社トーイズ代表取締役、横
浜ブリキのおもちゃ博物館
館長を務める。

ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

ご成人おめでとうございます
平成28年田子町成人式 
　１月10日、平成28年田子町成人式が中央公民館で
開催されました。
　当日は、艶やかな振り袖や袴、真新しいスーツに
身を包んだ新成人56名が出席しました。
　式典では、公民館館長からお祝いのことば、町長、
議会議長から激励のことばをいただきました。そし
て、最後に新成人を代表し、平山拓朗さんが、お礼
の言葉を述べました。
　新成人は来賓や恩師らと記念撮影をし、その後、
実行委員会主催
の新成人祝賀パ
ーティーを催し、
恩師や友人との
再会を喜び、近
況等を語りなが
ら和やかな時間
を過ごしました。

●生花講座
▽とき　２月20日（土）午後６時30分～▽ところ
　中央公民館研修室▽材料費　1,000円程度
●フラワーアレンジメント
▽とき　２月23日（火） 午後７時～９時▽ところ　
上郷公民館研修室▽材料費　2,000円～3,000円
●水曜わんぱくじゅく
▽とき　２月24日（水）▽ところ　上郷公民館▽内
容　お楽しみ会

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●健康
▽死はこわくない／立花隆／490タ
▽血管がぐんぐん若返るえごま油の

健康レシピ／498ケ
▽聞くだけで自律神経が整うＣＤブ

ック／498コ
●暮らし、料理
▽ホットプレート＆たこ焼き器ラ

クうま活用レシピ／596マ
▽スプーンで作るおやつ／596コ
●育児
▽発達障害のある子を理解して育

てる本／378ハ
▽０～３歳の成長とともに！
　HAPPY ！育児オールガイド／

599ゼ
●歴史・時代小説
▽竹屋ノ渡／居眠り磐音江戸双紙

50 ／佐伯泰英／913サ
▽旅立ノ朝／居眠り磐音江戸双紙

51 ／佐伯泰英／913サ
●ミステリー・警察小説など
▽新カラマーゾフの兄弟／上下巻

／亀山郁夫／913カ
▽アレス／天命探偵 Next Gear ２

／神永学／913カ
▽道徳の時間／呉勝浩／913ゴ
▽犯人に告ぐ２／雫井脩介／913シ
▽房総の列車が停まった日／西村

京太郎／913ニ
▽ユートピア／湊かなえ／913ミ
▽孤狼の血／柚月裕子／913ユ
▽悲しみのイレーヌ／ピエール・

ルメートル／953ル
●そのほかの小説など
▽冬の光／篠田節子／913シ
▽ズッコケ熟年三人組／那須正幹

／913ナ
▽早春賦／山口恵以子／913ヤ
▽小説母と暮せば／山田洋次／913

ヤ
●エッセイ、旅行記、手記など
▽スピリチュアル・パーゲイショ

ン／江原啓之／147エ
▽楽に生きるための人生相談／美

輪明宏／159ミ
▽追いかけるな／大人の流儀５／

伊集院静／914イ
▽ラオスにいったい何があるという

んですか？／村上春樹／915ム
▽生きるための選択／少女は13歳

のとき、脱北することを決意して
川を渡った／パクヨンミ／936パ

図書館情報
手作りお菓子を作ってみよう！

「お菓子作り」の本特集

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

2月の図書館行事
▼２／３（水）10時～
　赤ちゃん絵本の紹介／せせらぎの郷
▼２／14（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　おしゃれ折り紙「指輪」

※２／27（土）「本の読み聞かせととしょか
んクラブ」はお休みです。田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

●「お菓子作り」の本の展示と貸出
　図書館では「お菓子作り」の本が
大人にも子どもにもとても人気があ
ります。家族や友だちと手作りお菓
子を作って楽しみませんか？　もち
ろんバレンタインデーには好きな人
にプレゼントしましょう。男性が女
性に手作りお菓子を作って贈るのも
素敵ですよ！

○魔法のケーキ
○大人のほろ酔いチョコレート
○ボウルひとつで作れるスコーン＆

ケーキ
○暮らし上手のおやつ時間
○飛田和緒さんが習ったとびきりお

いしいママのお菓子

　小学生以下の子どもたちを
対象にした、期間内に本を何
冊読めるか自分の記録に挑戦
する「読書マラソン」が終了
しました。今回の参加者は33
名。1等賞（６日間で35冊読
破）は次のみなさんです。お
めでとうございます。
▼１等賞
岡㟢寿麗、岡㟢紀親、くぼひとは、
森崎祐世、大野萌愛、大野聖連、
大野怜愛、髙橋彩乃、髙橋祐月、
髙橋昂大

読書マラソン終了

▼色の濃い日が休館日です。

本をたくさん読みました

借
り
た
本
の
数
だ
け
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い
ま
す
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●2月1日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●2月2日（火）
 ◎元気アップ教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●2月3日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●2月4日（木）
 ◎血圧を下げる教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:30
 ◎運動の教室（せせらぎの郷）午後1:00～2:00
●2月5日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●2月8日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●2月9日（火）
 ◎元気アップ教室
　（せせらぎの郷）午後1:00～3:00
●2月10日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～10:30
●2月12日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●2月15日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●2月16日（火）
 ◎元気アップ教室
　（せせらぎの郷）午後1:00～3:00

●2月17日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●2月19日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●2月22日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●2月23日（火）
 ◎元気アップ教室
　（せせらぎの郷）午後1:00～3:00
 ◎保健推進員学習会
　（せせらぎの郷）午前9:30～11:00
●2月24日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～10:30
●2月25日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
 ◎病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後1:30
●2月26日（金）
 ◎生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
 ◎認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●2月29日（月）
 ◎生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

2月の主な保健・介護予防事業予定表　　　◎は健康ポイント対象事業

誕生

●日澤美
み す ず

鈴（利美・真由美）／関下
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●大久保剛士（袖平）
　大下由香里（三沢市）

お悔やみ
●日津スヱ（77歳）袖平
●岩間勇道（96歳）池振
●市村サワ（90歳）茂市
●大村好弘（55歳）関下
●山目博昭（52歳）上相米
●松本榮子（83歳）サンモール
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
27
年
12
月
31
日
現
在

世帯数／2237（＋４）
人口／5988（−４）
男／2868（−１）
女／3120（−３）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持

・
管
理
に
つ
い
て

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

義
務
化
か
ら
９
年
以
上
が
経
過

し
設
置
効
果
を
含
め
た
定
期
的

な
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
再
確

認
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
万

が
一
の
た
め
に
、
警
報
が
鳴
っ

た
時
の
正
し
い
対
処
方
法
を
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
お
手
入
れ
方
法

▽
警
報
器
は
ほ
こ
り
等
が
つ
く

と
感
知
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

１
年
に
１
回
程
度
布
等
で
乾
拭

き
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
作
動
テ
ス
ト
方
法

▽
警
報
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
、

ま
た
は
ひ
も
が
付
い
て
い
る
タ

イ
プ
の
も
の
は
、
ひ
も
を
引
く

こ
と
に
よ
り
テ
ス
ト
音
が
鳴
り

ま
す
。
鳴
ら
な
い
時
は
次
の
事

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
電
池
は
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

②
電
池
切
れ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

そ
れ
で
も
鳴
ら
な
い
場
合
は

故
障
が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
取

扱
説
明
書
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
警
報
が
鳴
っ
た
時
の
対
処
方
法

▽
大
声
で
火
事
を
知
ら
せ
１
１

９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

▽
消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
は

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意

し
よ
う

　

冬
期
間
は
、
積
雪
や
気
温
の

低
下
な
ど
に
よ
り
道
路
が
非
常

に
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
車

の
運
転
で
は
、
速
度
を
控
え
め

に
、
車
間
距
離
を
十
分
に
保
っ

て
安
全
運
転
を
心
掛
け
、
次
の

こ
と
を
守
り
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ゆ
と
り
で
走
ろ
う
、
心
と
時

間
と
車
間
距
離
！

○
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
、

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ゆ
と

り
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
２
倍
の
車
間
距
離

　

冬
道
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

の
で
十
分
な
車
間
距
離
を
と
り
、

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
３
分
早
め
の
出
発

　

冬
道
は
あ
せ
り
や
無
理
な
運

転
は
禁
物
、
余
裕
を
持
っ
て
早

め
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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●
幼
小
連
携
の
活
動
か
ら

☆
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
植
え

　

毎
年
、
年
長
児
が
植
え
た
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
鉢
を
田
子
小
学

校
か
ら
育
て
て
も
ら
い
、
自
分

た
ち
の
卒
園
式
や
次
年
度
の
入

園
式
に
あ
わ
せ
て
咲
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
12
月
１
日
に
田

子
小
を
訪
れ
日
澤
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
球
根
植
え
を

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
赤
玉
石

や
土
を
入
れ
る
作
業

か
ら
挑
戦
。
そ
の
後

球
根
を
並
べ
、
や
さ

し
く
土
の
中
に
押
し

こ
み
土
を
か
ぶ
せ
、

水
や
り
や
防
寒
シ
ー

ト
を
か
ぶ
せ
る
作
業

も
自
分
た
ち
で
行
い

ま
し
た
。
き
れ
い
な

花
で
式
場
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
よ
う

に
…
…
と
、
子
ど
も
た
ち
の
願

い
も
一
緒
に
植
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
散
歩
や
一
日
入
学
、

１
年
生
と
の
交
流
会
等
で
小
学

校
を
訪
れ
た
際
、
生
育
状
況
を

観
察
し
て
い
く
予
定
で
す
。

☆
キ
ッ
ズ
・
デ
ー

　

毎
週
水
曜
日
に
行
っ
て
い

る
、
園
児
と
小
学
生
の
キ
ッ
ズ

デ
ー
。
体
育
指
導
・
習
字
指

導
・
絵
手
紙
や
年
賀
状
・
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
、
行
事
へ

の
参
加
・
ク
ッ
キ
ン
グ
等
の
計

画
を
た
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、

長
期
休
業
時
に
は
遠

足
に
出
か
け
、
異
年

齢
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

み
ま
す
。

　

３
歳
児
～
高
学
年

ま
で
の
幅
広
い
年
齢

で
の
活
動
で
す
が
、

年
下
の
子
の
面
倒
を

み
た
り
、
互
い
に
助

け
合
っ
た
り
す
る
姿

が
多
く
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

園
行
事
等
で
小
学

生
の
活
躍
が
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

水
曜
日
に
限
ら
ず
園
内
を
開

放
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
安
全

に
活
動
す
る
た
め
、
登
録
制
と

し
ま
す
。）

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
幼
稚
園
）

編
集
後
記

　

元
旦
の
日

の
天
気
予
報

は
曇
り
で
、

初
日
の
出
は

見
ら
れ
な
い

な
と
思
い
な

が
ら
も
大
黒

森
神
社
初
詣

に
出
か
け
た
。

雪
が
少
な
い
の
で
、
山
頂
ま
で
車
で
楽
々

３
番
目
に
５
時
50
分
頃
到
着
し
た
。
神
社

に
参
拝
し
五
穀
豊
穣
、
家
族
の
健
康
を
祈

願
す
る
。

　

私
の
後
に
車
が
１
台
、
ま
た
１
台
と
続

き
神
社
前
に
20
台
位
駐
車
し
た
。
皆
寒
い

の
で
車
中
で
し
ば
ら
く
待
機
。
神
社
前
の

組
ま
れ
た
木
が
燃
え
出
す
と
、
車
か
ら
出

て
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
た
り
暖
を
取
り

な
が
ら
日
の
出
の
時
刻
を
待
つ
。
が
、
だ

ん
だ
ん
と
空
の
雲
が
厚
く
な
り
、
隣
町
ま

で
も
見
え
て
い
た
夜
景
は
夜
明
け
と
と
も

に
消
え
ど
ん
よ
り
曇
り
、
予
報
通
り
初
日

の
出
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
広
報
担
当　

白
澤
）

学
校
の
話
題
　
田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

き
み
ま
ろ
が
笑
わ
ぬ
客
へ
心
揺
れ 

岩
間
十
三
男

厚
化
粧
し
て
も
隠
せ
ぬ
首
の
皺 

中
村
春
太
（
春
雄
）

い
じ
め
に
は
い
じ
め
い
じ
め
で
仲
な
を
り 

荷
軽
井
光
生

失
敗
を
発
想
換
え
て
進
化
す
る 

松
尾
よ
し
夫
（
孝
之
）

満
ち
足
り
て
無
限
の
夢
へ
入
り
こ
む 

筒
崎
つ
っ
つ（
靖
史
）

胡
瓜
か
な
そ
れ
と
も
か
っ
ぱ
か
の
り
ま
き
だ 

新
井
田
カ
ン
太（
忠
治
）

眠
り
猫
ま
だ
あ
の
門
の
上
で
す
か 

森
田
榮
子

キ
ャ
ラ
メ
ル
を
か
こ
ん
と
鳴
ら
し
鶴
を
折
る 

阿
保
千
枝

し
も
柱
ザ
ク
ザ
ク
と
音
冬
近
し 

松
尾
与
志

後
ろ
向
き
夢
で
見
て
い
る
良
い
男 

浅
沼　

裕
（
恵
美
）

う
ど
ん
に
も
長
さ
太
さ
の
意
地
が
あ
る 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

約
済
と
書
い
て
貼
り
た
い
あ
な
た
の
背 

鳴
滝
笑
美
子

喜
び
も
悲
し
み
も
み
な
予
約
済
み 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

ま
ん
な
か
に
朝
日
つ
め
込
む
に
ぎ
り
め
し 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

銀
婚
の
朝
日
に
漬
か
る
苦
も
楽
も 

西
村
吐
夢
（
務
）

一
円
の
善
意
が
光
る
赤
い
羽
根 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
６
年
２
月
号
（
平
成
28
年
１
月
27
日
発
行
）
通
算
第
６
７
５
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.lg
.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

はじめてのハッピーバースデイ
平成27年１月に生まれた満１歳のお友だちです。

　12月28日、満100歳の誕生日を27日に迎えた木谷三太郎
さん（七日市）の長寿を祝い、町から敬老祝金と花束が贈ら
れました。
　木谷さんは、若い頃から八戸市の「八鶴」に杜氏として仕
事されていましたが、その頃から酒は一滴も飲めなかったそ
うです。現在は、町内のみろく苑に通所され歌やゲーム、職
員や利用者の方と話をするのを楽んだりしていますが、同苑
に入所してい
る奥さんに会
うことが一番
の楽しみと語
っていました。
　町には現在
100歳以上の
ご長寿の方は、
木谷さんを含
め８名となり
ました。

　１月１日付で、
法務大臣の委嘱に
より大坊和 さん

（63・道前）が人
権擁護委員に委嘱
されました。
　人権擁護委員は人権侵害についての
相談や日常生活での困りごと、遺産相
続、近所などでのトラブル等、無料で
相談に乗ります。任期は平成30年12
月31日までとなります。
▽氏名　大坊　和
▽住所　田子町大字山口字八幡平6-6
▽電話　３３−１０６４
問役場住民課住民環境グループ
　☎２０ー７１１３

祝　木谷三太郎さんに
１００歳の敬老祝金贈呈！

大坊和 さん人権擁護委員
に委嘱

◎趣味や特技は？
スポーツをすることが好き
で、中学校・高校と陸上（中・
長距離）をしていました。

◎田子町で暮らして（働いて）
感じる良いところ

空気がきれいで、食べ物がお

いしく、地域の方々も優しく
親切だと感じています。

◎将来の夢や目標
20代のうちに結婚をして、
幸せな家庭を築くことです。
理想の男性は優しくて一緒に
いて楽しい方です。料理もい
ろいろ作れるよう勉強したい
と思っています。

◎町への要望
私は田子高校で、３年間郷土
芸能部として活動してきまし
た。これからも、神楽・ナニ
ャドヤラを受け継いでいって
ほしいです。

◎ひと言
20歳になったので、一人の
大人として責任感を持ち、感
謝の気持ちを忘れずがんばっ
て行こうと思います。これか
らもよろしくお願いします。

町のみなさんこんにちは

●名前：山本 桃子 20歳
　　　 （やまもと　ももこ）
●お住まい：  西舘野
●お勤め先：
　富士産業（株）青森工場

１月８日～17日まで開催された「ふるさと
祭り東京」に行ってきました。日本各地の
祭りと食の祭典で、なじみのお客さんが大
勢来てくれてうれしかったあ。

（文  たっこ王子）

東京ドームに行ってきたよ！

●山崎　杏
あん

ちゃん
Ｈ27.1.23

（下本町・女の子）
お誕生日おめでとう♪
１年前の感動を思い出
します。癒してくれる
笑顔をこれからもよろ
しくね♡

●個人情報保護のため
　掲載を省略しています


